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物  質  名 アリルアルコール ＤＢ－7 

別   名 プロペニルアルコール 
2-プロペン-1-オール 

C A S 番号 107-18-6 
PRTR 番号 第 1 種 22 
化審法番号 2-260 

構 造 式 
 
 

分 子 式 C3H6O 分 子 量 58.08 1) 
沸 点 96～97 ℃ 1) 融 点 －129 ℃ 2) 
蒸 気 圧 23.8 mmHg  (25℃) 3)  換 算 係 数 1 ppm = 2.37 mg/m3  (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） 0.17 4) 水 溶 性 10 % 2) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 96 mg/kg 5)  
 マウス 吸入 LC50 500 mg/m3  (2ｈ) 5)  
 ラット 経口 LD50 64 mg/kg 5)  
 ラット 吸入 LC50 76 ppm  (8ｈ) 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・Wistar ラットの雄に 0、4.8、8.3、14.0、48.2 mg/kg/day、雌に 0、6.2、6.9、17.1、58.4 mg/kg/day
を飲水に添加して 15 週間投与した結果、雄では 8.3 mg/kg/day 以上の群で、雌では 6.9 
mg/kg/day 以上の群で摂餌量の減少、成長の抑制及び用量に依存した肝臓、腎臓、脾臓の相

対臓器重量の有意な増加を認めた。また、雄の 8.3 mg/kg/day 以上の群、及び雌の 17.1 
mg/kg/day 以上の群で腎機能障害を認めた。この結果から、NOAEL は 4.8 mg/kg/day であっ

た 6）。 
・ラットに 47.4、94.8、142.2 mg/m3 を 12 週間（7 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、47.4 mg/m3

群で体重増加の抑制、94.8 mg/m3 群で肺重量の増加、142.2 mg/m3 群で腎臓重量の増加を認め

た 7）。 
・ハムスター雄にエタノール、コーン油に溶解した本物質を 2 mg/週経口投与した結果、48 週

後に 20 匹中 7 匹が死亡した。前胃と膵臓管に腫瘍を認めなかったが、生存している 13 匹中

4 匹の副腎皮質に腺腫・がんを認めた 8）。 
・ラット、モルモット、ウサギ、イヌに 4.7、16.6 mg/m3 を 6 ヶ月間（7 時間/日、5 日/週）吸入

させた結果、16.6 mg/m3 群では粘膜や目に傷害を認めたが、4.7 mg/m3 群では影響を認めなか

った 9）。この結果から、NOAEL は 4.7 mg/m3（暴露状況で補正；0.98 mg/m3）であった。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・Sprague-Dawley ラットに 25 mg/kg/day を 11 週間（7 日/週）強制経口投与した結果、生殖能

に有害な影響を認めなかった 10）。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・短期吸入（濃度不明）による急性毒性が報告されており、症状として、呼吸困難、眼の調節

の困難、倦怠が認められている。また、作業員が床と服に本物質をこぼした時に吐気、軽い

喀血等が報告された 11, 12）。いずれの場合も後遺症なく回復した。 
・59.25 mg/m3 での短期暴露で、眼に強い刺激を与えることが報告されている 7）。 
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発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 13） TLV-TWA 0.5ppm（12 mg/m3）  
 日本産業衛生学会  －  

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中･長期毒性試験から得られた NOAEL 4.8 mg/kg/day（腎機能

障害と肝臓・腎臓重量の増加）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 0.48 mg/kg/day
を暫定無毒性量等に設定する。 
 吸入暴露については、ラット、モルモット、ウサギ、イヌの中・長期毒性試験から得られた

NOAEL 4.7 mg/m3（粘膜や目の傷害）を採用し、暴露状況で補正して 0.98 mg/m3 とし、さらに

試験期間が短いことから 10 で除した 0.098 mg/m3 を暫定無毒性量等として設定する。 
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